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な
か
&
し
な
ら
ん
は
は
、
其
の
價
値
は
他
の 

上
る
可
し
。
斯
ぐ
の
如
き
莫
大
I

高
S

じ
f

の〕
\

貨
物
に
此
し
て
？

に

一

層
の
下
降
を
見
ざ
る
を
？

：：

級
あ
る
も
、
而
名
菩
人
は
：愛
に
其
興
偽
を
論
爭
す
る
とf
 

b
し
な
り
。
 

-

.
、
 

な
か
る
可
し
。
唯
だ
妓
：に
記
憶
.す
可
き
.は
此
の
如
き
財) 

0

 

ノ'

熨
の
,

分
I

H
せ
ら
れ
5

金

銀

な

る

こ

气
r

後

、
羅
埸
人
I

界
I

配
す
る
に
f

、
彼
れ
等 

.ト
b

マ
ィ
ォ
ス
王
朝
の
服■
に
歸
せ
I

地
方
は
完
全
：，

は
東
方
の
財
富
の
幾
分
を
伊
太
利
；

f

輸
攻
し
、

S

 

‘
 

f

水
を
行
は
れ
た
る
を
以
て
、
其
の
收
入
は
莫
大
な
 

'に
？

て
希
臌
を
貧
困I

し
め
？

。
，
而し
て

I

 

, 

办
し
己
气
祖
轮
及
び
貢
付
は
教
入
耽
立
請
負
人
に
由
の
金
缎
亦
农
同
池
に
流
入
せ
t

併
f

s
の
砂
金
8 

I

集
及
び
金
坑
は
#
蘭
西
及
.び
西
班
牙
の
を
れ
に
比
し
て
河
の
如
き
は
多
量

0 -
貴
余
風
を
含
有
し
、.
而
し
て
是
れ 

等
問
視
せ
ら
れ
れ
>9
。
；ホ
：1
河
及
び
凡
.ゆ
る
ア
ル
•フ

ス

.'
等
の
冬
の
は
羅
馮
人
の
所
有
に
歸
す
る
に
先
立
ち
眯
に 

の
急
流
は
金
を
#.
し
流
甘

>
、：
：ア
.ル
グ
ス
地
方
の
國
民
カ
ル
タ
ゴ
人
の
手

^
採
取
せ
ら
れ
た
り
。
私
人
も
悅
益 

な

るs
a
l
l
i

の
領
域
に
:.
は
廣
大
な
る
金
坑
ぁ
り
。

®
か
な
る
時
に
は
三
日
以
內
に

I

ユ
ー
ビ
ア
.、
タ
レ
ン 

:.
:
ぷ

u
i
j
e
f

を
去
る
こ
^
輝
が
も
ざ
る
地
點
に
於
て
、
殆|

ト
の
銀
を
取
得
せ
b
..'
°

而

し

て

新

カ

ル

タ

ゴ

の

熔

鈒
 

,
.
_
ん

^

純

戾

に

近

き

獄

豆

大

の

金

は

.
皞

令

ー

一

呎

の

深

^

^

濺
並
び
R
鑛
坑
に
.
は
.
四萬
人
を
俠

用
し
、
日
々
羅
埸 

.

.於
て
發
見
せ
ら
れ
ァ
其
の
僅
か
に
八
分
の
こ
が
鐵
渣
ヾ
し
\

'0
人
民
化
對
し
ニ
萬
五
千
デ
ナ
ジ
ク
ス
、
密
し(!
は 

爲
る
R
過
ぎ
ず
、
荷
：ほ
之
れ
ど
共
に
他‘の

ー

史

ら

に

不

純

P
o
l
y
b
i
u
s

の
述
ぶ
る
所
に
從
へ
ば
、
ニ
莴S
千
.Iド
ラ
ク 

な
る
金
鹰
を
生
じ
^
る
か
、
之

れ

ビ

て

毛St
r
a
b
o

及

|

マ
を
致
せ
b
o
ガ
i
r
v'y
.
:ア
、
ル
シ
ク
ニ
ア
、
殊
^
又
た 

び
さ
宮
ぎ
の
記
す
ふ
が
如
く
プ
僅
か
に
十
五
呎
の
深

|

ア
ス
ツ
ジ
ア
.は
多
年I'

ー
馮
封
度
の
金
を
產
せb
。(

總
ベ 

さ
に
掘
り
^
ぐ
る
に
ょ
り
て
多
量
に
取
得
す
る
を
得
た
一
て
聚
に
言
說
せ
る
も
の
は
前
揭
ス
ト
ラ
ボ

|
、
筋
三
、 

6
f

o

近
_

の

地

方

も

亦

だ

砂

金

紀

有

せ

ぅ

:0
ネ

ロ

一

四

及

び

五

編
 
ブ
リ
•ニ
ク
ス
第
十
三
編
、
デ
ィ
オ
ド
ラ 

:'
の
游
世
.に
在
レ
て
は
，
久
し&;
.
:に
亘
:̂

て
日
々
ダ
ル
.マ
.
ニ
ス
第
十
豇
編
、
特
に
其
の
第
ニ
十
七
、
八
章
に
於
て
見 

.

.チ

.：_ア
..
0

.鑛
坑
ょ
>
、
冻

十

封; «

.0

.金
'を
採
掘
せ
‘り
。
佛

出

. ^

る

>を
得
可
し)

。
然
れ
ど
?>
-

貴

金

屬

の

«
# :
が

其

 

,
蘭
西
は
金
坑
妃
富
み
、
其
の
中
或
る
或
の
は
僅
か
に
三
の
增
加
に
也
例
し
て
低
下
せ
ざ

&
し
は
、
其
の
多
量
が 

:
十
分
の
--
-
の
银
^
生
じ
カ
名
化
過
ぎ
ず.、
同

地

方

は

又H

蔭
品
ビ
し
て
加
0:
せ
&
れ
、.流
通
場
裡
ょ
6

控
除
，せ 

:た
銀
坑
を
1

有
せ
办
。
西
班
牙
*0
'
5

:川
、
例
へ
.ば
、記
0

ら
れ
た
る
が
爲
め
な
ら0
:

•

;
第
屮
五
铪(

.ニ
香
1)
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辂
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於
け
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金
銀
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%
加
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^
は
ア
千
^
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^
|士
七
^
伯
林
に
於
て
出
版
せ
ら
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-
‘、Au.gu

丨 

s:t
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w
c
e
c
k

—

h 
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s
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a
a
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'r
u
s
l
l
Ei
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n
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o
w
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A
t

ir
l
n
e
r
*
の一. 

项
^
抄
譯
^
る
ぜ
办
な
チ
。.今
、
原
證
か
得
^
能
は
^
し
て
、
辟

ら1 

:
.
Â.
F
.
l-h
/x
.
^
^
0
^
_
,
.
p
u
b
l
i
c 

.IBCCmomy'.of

'
A
tr'
s
.'.
に
喂
.
 

れ
w

o
永

翁

.|
1
賊
に
.其
0
出
版
後
> ,1

西
秣
餘
年
を
經
六̂

;
雖
も
> 

、
猶

ほ

滿

瀾

の
|1
濟
及
ぴ
經
澌
思
想
：の*

究
#
じ
取
1
て
最
も
苻
用
な 

.ん
參
#
1|
}
と
し
^ '
-
認
め
ら
れ
つ
、
わ
る
も
の
な
り
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w
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J
J
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y
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そ

,つ
R
す
る
«
度
が
あ
つ
れ
。
即
ち
■父
の
父
は
见
^
同
じ 

稱
呼
b
、
息
子
の
妻
は
：母
S
同

一

に
呼
ば
れ
た
0
こ
、 

fc
注

-«
す
ベ
き
は
前
^
述
べ
たP

e
n
t
e
c
o
s
t

の
そ
れ
V
W 

呼
び
方
の
相
異
す
る
點
で
あ
る
。
即

ち

P
e
n
t
e
c
o
s
t

の 

は
母
系
的
で
あ
る
し
、
.
乙
れ
は
父
系
的
で
あ
る
。
如
何 

じ
て
此
の
：差
別
が
生
じ
れ
の
.で
あ
ら
ぅ
か
。
此
の
疑
問 

の
浪
極
的
,0
解
決
の
.
1っ

がD
r
.
H
h
u
r
n
w
a
I
d
0

研 

究
し
たB

o
u
g
a
i
n
v
m
e

の
.鳥
0.
內
、B

u
i
n

の
制
度
か 

も
#
.
& れ^

'

 

(zeitsclv f. 

vergle

o-m
e
c
H
^
W
I
S
S
J
.

f

 

l
r:
3
3-O
0

此
の
制
度
に
侬
れ
ば
稱
呼
は 

基

^
调
じ
く
父
‘の
父
が
兄
ビ
同
！
で
あ
る
が
、
其
の 

僩
度
自
體
は
母
.系
的
で
.あ
る
。
こ
.れ

.̂侬
っ
て
見
れ
ば

.

.5?
|

島

,0〕

つ
の
<
&
.に
_

の
-
部
化
從
來
知
ら
|
斯
の
如
き
區
別
は
母
系
的
子
孫
、
父
系
的
子
孫
の
塞
違 

::
n
て
居
た
?
j

j-p
度
^
根
本
的
，に

相

募

し

た

親

族

關

X
り
生
じ
^
も
の
で
な
い
S
は
明
か
で
あ
る
。
他
.に
何 

係
の
t

制
度
が
存
在
し
：て
居
存
.そ
こ
に
は
從
兄
妹
等
か
の
原
因
S

け
れ
ば
I

な
い
。
斯
の
如
S

恐 

同
士
結
婚
彻
度
の
勝
徵
，は
少
し
も
な
か
つ
た
が
、
す
で
ら
べ
社
會
組
織
の
形
式
如
何
に
依
る
必
然
的
繁
で
な 

R
^
x
^
v
^
3
Y
O
:
:
g

§
e
r
a
t
i
o
n

)

離

れ

た

親

族

を

一

.い
^

ら

ぅ

か

。

祖

母

即

ち

父

の

父

®'
妻

と

結

婚

す

る

と

■HPfj雇
I1I
|.r
!

iI
I
i

SiIjII111

云
'ふ
.」

ヒ
が
實
際
に
.行
は
れ
、
.息
子
の
妻
が
»
ヒ
同
.一
 

に
な
る>

5

が

，Fiji

の
制
度
の
特
微
で
は
な
い
の
か
。

五第
ニ b
I
I ,

El
A

—

F
iE

.
第
五
圖
^
於
い
て
£
が
6
せ

藉

婚

す

れ

ば
;̂

と

で

ビ 

の
兄
で
ぁ
つ
介
耳
が
父
の
父
ビ
な
り
、
E
の
母
の
d
は 

:^
.子
の
_

;0
地
位
に
立
0

>
::
'
じ
：

$

:

こ
'
>に

观
'0
結
：猶
0

方
法
^
依

る
td
u
i
n
.
の
制
度
.を 

考
寒
t:
.る
。m

i
a
i

裏
K

i
言
葉
は
姉
及
び
兄
の
妻
に 

用
ひ
る
許
り
で
な
く_父
0

母
に
用
；̂
る
せ
こ
の
事
は
實
：
 

«

若

し

ぁ

る

與

が

其

の

：生

#

:^
代
_
0

へ
一

「

人

を

孫

.
^
.
與 

ふ

る

が

：
、
，
，
赛

1>
ぐ

は

汝

羅

婦

^

な

0

*

時

，
‘
类0
孫

：

.ビ
'M
p

^
る

制

度

が

存

在

ォ

れ
«
ぃ
\
.譯
.で

あ

る。
»?

:

の
如
き
制
、度
が
果
し
て
.存

，
在

し

て

居

た

か

如

何

か

は

B
a
n
k
s 

Island

や
.Fentecost:
等
の
實
隙
か
ら
推
斷
す
る 

ょ
り
外
は
な
い
、
。
，
そ
は
呢
も
あ
れ
吾
人
は
前
節
の
終
り 

に
述
ベ
卞
疑_
を
解
決
す
る
に
當
つ
て
、
先
づ
是
等
の 

.言
辭
と
結
婚
制
度
ビ
果
し
て
_
係
：が

あ

る

か

如

®

か
を 

明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
衣
い
：。
ン
'

，
先
づ
例
を
徒
兄
妹
同
士
の
結
婚
に
ど
る
。
從
兄
妹
冏 

士
の
結
婚
か
ら
生
じ
た
特
徵
の
'*
る
：も

の

は
他
の
結
婚 

制
度
の
結
果
か
も
知
れ
'な
'

S
。

世
界
の
あ
る
部
分
に
は
. 

兄
弟
ビ
姉
妹
ビ
を
交
換
す
る
習
憤
が
存
在
し
て
居
る
。

さ
女
す
れ
.ば
あ
る
5
R
0她
妹
.は
彼
0
妻
の
兄
弟W

結
婚 

す
る
。：
此
の
惯
習
0
結
果
：ど

し

で

母

の

兄

弟

は

^

の
姉 

.妹
の
夫
、
' 又
父
の
»
妹
は
母
の
兄
，.弟
の
_
で
あ
る
。
結 

婚
の
此
の
形
式
はTorres. S

b
a
i
t
s

の
西
部
の
人
々
の 

間
ド
行
は
れ
た
。
f

母
の
兄
弟
は
父
の
姉
妹
の
夫
ビ 

同

じ

ぐ
.

w
a
d
w
a
m

と

S

ふ

C然
し
父
の»

妹

の

，
夫

に

'
は 

他
に
言
葉
が
あ
る
o 

.
そ
し
て
母
の
.兄
弟
の
妻
が
父
の
'姉 

紳
^
同
1
で
ぁ
づ
れ
證
»
は
«.
が
：：っ
た
。
母
の
兄
弟
ビ
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